
幼虫が木の中を食い荒らし、数年で木を枯らしてしまいます。隣の栃木県・茨城県・群馬県では、すでに被害が出ています。
福島県ではまだ見つかっていません。広がる前に見つけることが、いちばんの対策です。

全国の発生　22都府県（隣接３県を含む） 福島県内　未確認（令和８年８月末現在）

1 首（胸）が赤い 名前の由来です。
両わきにトゲがあります。

2
体は黒くて
ツヤがある

大きさは約２〜４cm。
光沢のある黒色です。

3 触角が長い オスは体の２倍ほどにもなります。

成虫が出る時期 ６〜８月 木の幹や枝にとまっています

成虫がいない今の時期でも、木くずで見つかります
幼虫は木の中で２〜３年かけて育ち、ふんと木くずが混ざった「フラス」を穴から外に出し
ます。かりんとうのような形の木くずが木の根元や幹にたまっていたら要注意です。フラス
は一度出ると根元に残るため、秋になった今からでも見つけられます。

狙われやすい木　モモ・スモモ・ウメ・サクラ など

報告までの３ステップ

1 その場で駆除
生きたまま持ち運ぶことは、外来生物法で禁
止されています。成虫は踏みつぶすなどしてく
ださい。

2 写真を撮る
虫の全体、フラス、被害を受けた木が写るよう
に撮ってください。

3 県に連絡
見つけた場所、数、木の種類をお知らせくださ
い。

迷ったら、写真を撮ってご連絡ください
庭・公園・街路樹など
福島県 自然保護課

024-521-7210

果樹園などの農地

福島県 環境保全農業課 024-521-7342
福島県農業総合センター

（発生予察課） 024-958-1709
受付：平日（土日祝日・年末年始を除く）　メール：yasei@pref.fukushima.lg.jp
令和８年９月　福島県生活環境部自然保護課

外来種発見
報告フォーム

早期防除計画

福島県からのお願い 特定外来生物

福島のサクラやモモ、ウメなどを枯らす虫が、すぐそこまで来ています

見つけたら報告してください！
クビアカツヤカミキリ 中国などが原産の外来カミキリムシ

幹にとまる成虫
体長 約２〜４cm


